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カーボン担持 Pt触媒は、高いメタノール酸化活性を示すことが知られており、直接メタノール

燃料電池(DMFC)のアノード用触媒としての使用が期待されている。我々は、優れたメタノール酸

化活性を示す電極材料の作成条件を解明することを目指して、HOPG、SWNTs およびカーボンナ

ノシート(CNS)薄膜上に one-step電着法により Ptおよび Pt-Ruナノ粒子の担持をそれぞれ行い、そ

のメタノール酸化活性特性を明らかにしてきた 1),2)。今回、我々はイオン照射することにより表面

改質を行った炭素材料を用いて Ptナノ粒子担持試料を作製し、その局所構造とメタノール酸化活

性の関連性を明らかにすることを目的として研究を行った。HOPG、SWNTs およびカーボンナノ

シート(CNS)薄膜上に 200 keV の炭素イオン( C- )の照射を照射量 1×1013, 1×1014, および 1×1015 

ions/cm2で行った。イオン照射後の炭素材料を、サイクリックボルタンメトリー ( CV ) 用 Pt電極

上に取り付け、1日乾燥させることにより電極を作製した。5 mMの K2PtCl6と 0.5 Mの H2SO4を

含む電解質溶液中で CVを-0.25 V～1.0 Vの範囲で 10 mV/secの走査速度で 1サイクル行うことに

より、Ptナノ粒子担持炭素電極の作製を行った。 

Fig.1にイオン照射前後の HOPG 試料のラマン散乱スペクトルを示す。イオン照射量の増加に伴

い、D バンドの強度が増大が観測され、試料表面に欠陥構造が増加していることがわかる。メタ

ノール酸化活性に関する詳細な解析結果および他の炭素材料の結果については当日報告する。 
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Fig.1 イオン照射前後の HOPG試料のラマン散乱スペクトル 
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